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曲面の Oーサイフルについて

東犬 J~ 1K .t.. ！－；を

これから彦えるパ数タタ様体の基礎体 ld.夜素
数体 Cι する。
最初 lニ井上正文ス氏 l二教え Z い f-=.12＇ ぃt；欠の
よケな－ -iii型！パ数曲面 S左檎dえする。す右オフ
ちSほ極小曲否訟であって、幾何経数円CSJ == O 
If正引を久 i( $） ニ 0 I （κよ）＝ 2 3,4,5または b
で． どの ilも実？察にヒるものがある。
二史に SL の 0－サイクル主考える．パ数？？
殺体 Xの〉欠数 0 の 0 －サイクルの有皮肉値類
のなす併~ A。（X） で表わす． は： A。（X）→ω』（X)
主自然な会射準！司形 ιするヒき、 X が p~ -= 0 
の ¥it)00ならはい d lまi司形である ιいう SBio ch 
の千？とか‘ある。 Xの小平〉史え， K( X）く 2のとき
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Id.‘ S. Bio乙h A. K as & D. Lieb e.r mo.n [ 2〕によフ

て言正日月さ i¥1と。 K (X) = 2 のヒき l寺、 そのよタ

な脅盆かいまに i二十分知られてい乏いことる

るる炉、絡線｛孝司氏 i二よゥていくつかの例会V

3民べ‘会れ長ぢ 1rぞある。 ここで、接点される S
についても AolS)＝＝ 以れs)= 0 かいえる，

E I~ IP2 1/gで；史の方足式で定義される持円前

線 ιする e

u) ~2 l zχ （χ－ 'I.）（丈 F >.2 z) Ae C iキO，工1,00 

(l.~ ~： l ） 認（ 0 : 1：り となる忠主簿、，~. I二選んで‘

己主アーぺ Jし 77 雄体とみな也，~..、住数2の良

の遊詩 I~ ( 0: 0: 1 ) ( 1 : 0 : 1）之（ A2 : 0 : 1 ）ぞある。

E上の者王室関数

文十入芝u = tと？
4丈四入z.

a == tす λ－ 1 －λ 
ヒb く e Eの尤のイ倍 σ と （o:o:I） による衿

誉会℃ ＇~ 
σ ：（ぇ：~ : l）ー→（ χ：ヴ ：l)

で：（χ ：~ : z）ー→（ ＞..＇χ芝：－'A2 ~ l：；が）
2り手
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で与えられる。 σ（u.)=u. 'ttu.)= -u であるニ

ヒ1.~t 乏してあく。

E 1 , E 2 . E 3 ~ ( 1 ) z: .. 入 Eそれぞ‘れ .A1.ん，Aa

で置き換えて得られる角円曲線とする． Ei 

(i=-L2,3) t二対して上 ιl司絡にはi1 lli I 町，む

か定義される． A=E,l(E2メE3 ιあ‘く． u. i ' 

σィ， 'ti かs;A J:.の関数ヒ Aの白己 l司れが白rt.
に忠義されるか、それ主 l司じ記号 u.i ．σィ，てi
で表わす． Aメ p1 肉での U1凶 Ll3のグラ 7 'k r 
ιする

Xe= （「.（Axc))AxP1 （ζ11 IP1の去、）

ε＝ l主1.工a.＇，工 a2，主h，主a,a2，工a2u，，土lhl".¥1，工a,a,a.3}
ιする

令題 1（井主） C 生εu¥0,DO｝のヒき Xc. 
l~ 非特裏既約曲面（ CCMQ. 1）。

C. Eε のヒき xc. の特異点、 I~ 4孔個の i皇学

2室長I12' 1tで、 Xc.. （~ 既約曲 0CJ ( CMε［）。

（引＝ 1, 2, 3 まT三l立4 εの尤ヒして Ib 4畠リに
ゑわされ t数のうち c..！：.等しいものの個数力、－

札で、ある。）
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証言ij. アフ 4 ン間集令ごーとに X乙の方位支え

主局問底捜で書いてみれば、主ち lこわかる＠

w.e.まのとき、 XC のふ特~ ，？：＼ で‘ A主

ルw~~ ーは干し長もの~ A, ズの中てい Xe の国11
i全｛象忘れ ヒすれば‘たは非特異である。術

学の托め Xで ωε 工の乞き Xc 忘 CQA.e.瓦

のヒき丸主表わすものとする。

命題 2 （井上） i ）円以）= 10 I i ( x) = 3 ) 

( K:) =-E ( X) = 48。
E ( x) Iま Xの ::t1ラー数cある。
i¥) H°CA，β.1 ) 公立与 Ho ( X , f.11) 

jjj) X Ii －般笠の義 IJ、ab命である．

吉正aR. i) CM.e.工。 x IJ A上で・ 2くとtxE2xEけ
E，瓦 ζ2')( E：.サ ε1x E.z x C事〉 （じほ正 iの点、，i=I・2,3)

k刊さ矢的 i二向｛畠花、から（ Ki)x::: ( X3 )Aヱ 480 

2 x は A の W可制~仏却も で£る。；支の定

令チJ~ 75える。
（♀） 0 → （） A(iぬドム（KA十 X）→ δx( Kx）→ o 

よれからコホ毛口ジーの窓会系列者＼＂ ~専られる

が
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ぶ帆 H0( A . fJ A) ＝ぶ制 H亙（A.&e,.)= 1 

ぶ刷 H1 {_A，θA）＝ぶ刷昨｛＿ A.6A)=3 

ぶ刷 r¥0(A, &ACX))= 8 

ぶ納付（A，δA( )( ))= 0 l i茎 1) 

であるから ( cf. rv¥州 foγd [3]) 

内（x) ：＝.心帆 H0 ( X , & x ( Kx)) = t O 

i ( x ) ＝＝ みん H1(X.&x(Kx))=3

主得る。

5 

CM.e. TI 0 0有（ KA + X）は ｛）－A（ム）の 71きもど

しにほかならない。 L-t:.. b＂、フて

( K: )x = ( (KA十x/. x）ぷ＝＝ ( X t) A = 48。
まT乙（之j て“ A主気に耳又リ換え、 Ler仏y のスマ

7トルチj主使元 lぎ、 C<Ulι 工ヒ全く同様の計算

によリ内 CX)= 10, icx) =-3 乞得る。

ビちらの場イトも E( X) t手卜Joe-theγ のむ試

・EC x）十 （K:) = Iユ（p~ ( x) -i ( x ）十 1) 

からギめられる．

ii) t : x ー→ A
＼之ノ

ιすれ｛ず

も市： H0(A’工l')→ H0 ( X . J2 
21i 



ぷMl-¥0 ( A‘.0.1）＝ぶMl¥ H0 t X.α）ロ 3

~＼ tJ'ら fid.同れ写 i象ぞあ 90 

も

iii) xιr: I~ 4 11 （創立 0,1,2.3 j. 手 I~ 4 ) i自の

情 1宝曲線かあるか‘これ今 I~ 業！法例外曲線

ではないし， p~ ( x ) > 0 I ( Kt ) > 0 t~＇ から、 X I~ 

一般世のせvo包ぞ島る． （主主詞娯）

σ1 I c九， c T.，じ 't2 1. 3 iまXの食己 i司告ら t

定める。二れら Id X の臼 ι I~ifち併の守で

(Z/2)5 k. I司れな群主つくる。

丘三〈 σ1t，じ σιてよむ ので3lt > ヒあ、く
今最 3 （持よニ） i) ('AAι 工． G Id: x i二自定点E
t t:奇？とな l' o s = x I Grとすると
門（S)=-6 ( $) = O , （｝くよ） こ E (S:)=-6 
ca必 1[ • '(: X／く(,jIぬれ〉 とあ、く。 Y Id非粍婆

詑盈。（K-f)= 24 -4負 手CY)= 24 十 4引

くσ1じてz，むじむ） I主Yの由史虫色乏持ちない自

己i司れ番手となり、 $ = y ／.く日！2I <Ji I.2 L3) ::= x I <i 
ヒ寄ると

同（S ) = i ( S ) :: o , (K~ ） = b －悦 I E(S）＝る寸竹

（引＝ 1，三， 33t::I主4)
212 
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ii) S I~ －般型車主 Jト曲面である

紅白円、 i) CMι工 。 Gの単位免以タトの 7つの

尤それぞ‘れについて、固定去、主持 t ないこと

かぽか約られる． し丘 か、って$ （~ 非ヰ奇異之・＼

( K:) ~ E ( S ) =-6 

ωιK o ~の元：.＿ Z" Xに函定点、主持つのは、

単位元二以外には σ1巳 σa ゼ！？て”あリ、 qσ20-3 Id. 

~iM~ －~で、生じ i:. 1 i望曲線Fi( 1壬L壬4れ）の 2ト
ぷ三回；乞する。 Yか非特異になるの Id アフィ

ン間集令てい方才！ ~＇乏~体的に言周ぺれ tt わかる．

千~ x→ X／くσ，<:r::a.<T3> = y とすると
Kx ＝ザ（ Iくy)＋芝f;:

( F t) ::: -2 I ( K x • F 1 ) =-0 ( K ; ) =-4g 

よリ

（吋）＝去（f＂（げ）＝ま UKx－~F；）つ ＝ 24 -4η 
E CY）＝去（E(x)-2><4判）十2x4η ＝ 24十 4引

s tまY主回定点、主持 tないは数4 の君子て”割
っT二もわ？さから

( Kt) =-6 －γl E(S)=b＋ 冗

CMe工， GD..d..e. ][ ヒもに

2!3 
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ilS）コぶ制 H°CS. .D｝）忌ぶ刷 H0( X. D.1) ~ =' o 

同誌）= 0 i主 Noe.t~eγ の弘会；（＇：よゥてわかる e

ii) sょに第 1綾伊i升曲線めない二 ll寺、
ω£ 工の主き 1js上 i二 1；指揮曲線弓各脅しな
いレ、 C.M..e. 立の b き I~ S上の任芝、の既約曲線

Cについて （Ks. C）主 O むあるこ kが．

ll!X→Sι 可るヒき、 I2 ll* (Ks) Iの 2 つめ菌争
てい 去は 9~ I二Jh.!! Tiミサめ会いものかとれるこ主
すらおお＼る。 ピちらの場今もが験付（S.Ct(IもKs))>o. 

(K~）＞ o 12"から、 Si幸一敏笠の縫 2ト申告bであ

る。 （託胡終）

以上ぞ曲告の主義威か史 3し氏診 二史 i二

んはいc主示すか‘な BRI三時去の補11fJ't丈き
な位奪＇J'k果在す．

補建（娩殺）岳主曲00Xの包己伺れすら右

る1iir艮群、 Y 主治曲面 X／~の非特~£デ iしと

守る。 ~ e q の；乞める Enc!(Ao (X）） の尤を~＊ t. 

1れ iず、 Ao (Y ）ユ C 主なる必~十分会件 ｛~

End. (Ao ( X ) ) 之、、あ等 d ~~;t==-0 か政、フ立つ

ニヒである
~＂令

21,.l 
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言正同時効瀬氏のま命文三御堂く百ざい．

命題4 AC>CS）口 0 • 

な日月． 橋建（－：.よリ

(a) Z ~＊ = ( 1事ペσ11:1じん）（ '・ + （出じて込）行事十｛匂てよ1）~)= 0 
3邑C":{

1,示 't!:I言、よい．

メ／くσI) I~ E 2. )( E 3 と X／.く引σ2)IまIP1 x長3 とs

x I＜出 β しむ〉 iま lP,'J( IP1 ~そ京ぞオl xぇ禍控 i司官ら
である。 i司義にして、 Hかくふ， Gてふ＇＜！ 3),

くぐ：＞， ' cアa，σsて1τ2>' ま1ヒi立 くσ1J （）.みて4て主， S丞＂［，て主〉の
いずれ台、 <1) t_ き X/Hiま1ijj吏曲面で‘ある。

し色か、って

(4) ( 1事＋引が） ( 1事十守之書十σ3＊十（(j：孟σsん）な。

(5) ( 1串すσu)( 1事十｛(5", L1じん十ヴa*+(cr，弘之11:2)*)= 0 

（る） ( 1津守cr，事） ( 1 ＊十 C5'2準十｛む1.11:2）が（cr~crミ 1:11:2)jc) = 0 J 

(7) 〈！事＋て5"1卓）( 1:1c十（ぬて112）本÷（cr3て江主）本小（むのん） :::. 0 0 

(4 ） … （~） す｛るj 一（？）主計草すると

( 1，.十 σ1京） ( 2民会一 2（ぐらて，L.＇＂）キ） = 2 0"2疲れρ 民意）（1.; （τI!,)..,)= 0 

A。（X) I~ 可除むある（ cf. Bloch 〔1J ）。 ~ Tc 

てY2-A<守主事＝ 1 * ？さから

（~） ( 1キ令<S,*)( 1 ＊一（て1t2J.,)= 0 
2.16 
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主得る。糸数の之 t3 ミ耳λ う漁えて

（幻 （九十 0-1事） ( 1率一（じて事）卑）口 O

( 8）主（守）金、ら

(10) 
( 1帯十 0-1事） ( 1章一（てtてみ）車十（て1L:ih ( 1事時（て：じ）心）

ェ（ 1事十 C51事）( 1港一（て♂3）奪） .:= 0 

(8) ｛守） ~ ( {0) lまざ1 をσa まt::..fd.σa でまき喰え

てもぶリ主っ

（九十町＊ -<r1キ （1 + <r.z，.）十｛引のん（1ρむ~） ( 1 *-(1:品川
(If) 

コ（1害す（σ1(j.,()3）心（1幸一（もてみ）事）コ O

i釘採に

(Iユj ( 1宰＋ ( <r1む cJ3）心（ 1謙一 （＇C2t3）心＝o

ここで β）ばの左 1Jl,主計tすると
（九十（町じてるん）（九十（ぬじむん）（1律十（ぐら1:31:1)*)

訪日書＋ (<Y1 tcじ）＊)( 1事＋（江主じて3).)( 1市十（er，σa也九）

＝〈九十ざは）（じゃ民ふ）( 1寧＋｛仇<3"2σ3）キ） （（帆併）む愛ふ）

コニ （？歩十ぢ1事）（1宰キ <:5'"2事）(_ 1索令cr.)*) 

最後の式、 iま（4）から 0Z＂あるこ之かわかる。

（託 s丹終）

S I~ Xe t過当な群 Gを‘割るこ ι｛二よリ得

られ？と炉、 Cか一般の埠令 iこは Gのとヲ方に
21G 
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告出産 iまlま ιんど立ぃ。 ところ b¥"（けの拷 i弓趨

録の Elc I司彰 kして‘ 2等令色（1:0:1）によ

る約動主？乞守れ iず、 pcuJ：：：：.令 ιなるから

Cおお:a:a呈の乙き P1 P2 P事 I~ X 口 x~轟 （方続試

はIl,,h lh ：＝ぷAA）の皇乙向者多友引き起こす．領
羊の色必五五a;4ε とする。 Gt.して Xの自
己向者多群く <r1I <5"2，σs，で心，てzてき，会色ら〉 の好分若手
で、

iJ G 1j X K 回定主主持 tない．

ii ）ぶ械 H 。 cx.D｝）~ =o 

ミJti：.すも均三 ιる。 このような Gri舎を？で

40個ある s （くσ1t1，仇ta.Jσパ3）の笠のものが・2る

i国‘く叫むt.,. （），.むし， ta／ め笠！のものか 14（出，

t I / ti J t i '-' ＜ τtτ孟， Lてι 名手~P!J>) X/1低気 S乞るく。

命Nl5 S左上 T 定義し主もの k 守る k
i）内（s) = i ( s) =-0 I (K~ ） ＝五（S)=6. 

ii) s （まー益支型経小曲面。
通） A。（s）ぉ C

言正副 I) , ii) 1ま令経 3の ωεI K問埠｛こ L

て吉正義持さす1る
21γ 



iii ）の食め！こ Id.

(1ミ）
( t ..十 σ：I~ ）( 1寧占｛手t九九）＃）コ（t.TC)2..... )(1 串叩（~1P2P3).)

::: ( t串＋句集）（1率制（P，九九）＊）= 0 

／之

｛糾 ( 1.-t Lσふん）（九十｛むむ）串）（？〆｛てみん）｛？μ（τaじら）｛与十rn払ちん）＝0 

主示色 td.＂‘ あとは初等的計尊 i二よづていえる。

Y1 ::=XI＜町.cr:z. e.仏 cr3p,P2P3），も＝〉灰色<5'.i,<rz.lf), !1t.1.,t1!3，同〉

iま k もに工ン•；守ス能面ヒヌ又有 1愛用値でみる e

エンフケス能面 YK ついては P1( Y) = 1 ( Y ) :: o 

股（y) =-0 t21から 最初にも~ぺたように

Ao('{)= o oγ 知られている，（ cf. [ 2〕）

Ao（じ）ヱ O か長 (14） か‘威フ立ちも (I幻の最初

の式、 ＝o td <V 主示した kきと i司採 i二件）I (5) I 

(/,) iきてiじ 1 P1 p，むを・置き換えて品、フ立っこ ιと

ん（む）ぉOから〈ヲ）のじむ主 P1P;i.f3 z ..置き換えた
式炉、島、リ立っこ乞からわかる。 はま 1:1R終）

丸山£畠氏が (13)}(g) （守） (10) /jアーベ iしの

定jfl二ょって弘日月できるニヒ E浮煮；してくれ

をニ。

9 1 ;・i 
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